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はじめに

現在児童の生活の中に映像文化財の占める位置は大

きく，量的豊富きでは予想以上白レベル11:逮し，また，

テレピ， ピデオをはじめファミコンゲームなど種類も多種

多様なものになっている。それだけに，子どもを受動的

にする，孤立させる，非活動的にさせる…山など，子ど

もへの影響についても，さまざまの問題や課題が提示さ

れている。そして，一般に映像文化財は否定的な視点か

ら論議されるととが多い。われわれは，視点を変えて，

児童の健全育成のための映像メディアの積極的活用につ

いて検討した。その結果，児童の活動をさそい出すピデ

オソフトを実際に制作するζ と11:よって，今後の映像文

化財白可能性を試みる乙ととなった。

制作ビデオ白題材としては，子どもの表現活動に関す

るものに重点をしぼる ζ ととした。

身体や言語による表現活動は，感覚や想像力，認識力

を育てながら，心身を解放して自己表現への自信や勇気

を培うことができる。さらに，表現活動は自分が内にも

っているものを他に伝え.共感を求めるものであり，周

囲の人びとと自己とのかかわりあい，つまり.人間関係

を確立することにかかわっている。従って，子どもの人

格形成上，表現活動のもつ意味はきわめて大きいといえ

る。そしてまた，現代の受験教育，知識偏重教育の風潮

のなかで子どもたちのゆがめられた生活治主クローズア

ップされており，自己創造をめざす表現活動D教育は，

現代とくに重視される分野といえる。
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I 目的

本研究は，新しい映像文化財申試みとして，児童白活

動をひきだすビデオソフトの開発を行い，児童の表現活

動(ムープメントや劇あそび〉の促進，および家庭や学

校，児童館や保育所・幼稚園などにおける表現活動申指

導に役立てることを目的とする。

昨年度，われわれは身体表現活動(ムープメント〉と

劇あそび〈クリエイティプ・ドラマ)と白2本のピデオ

ソフトを制作した。今年度は， ζのビデオ作品の活用と

効果をさぐるζとをテーマとして研究を行った。

E 研究方法

1. 制作ビデオ作品の内容 1)

A作品 ムープメント(身体表現活動〕

《ポップコーンはじ砂た/>(ものの動き) 34分

身体自動きによる自己表現活動〈ムープメント〉は，

イメージをつくり，それを感じながら動くことで自分自

身体機能を知弘表現するζとでさらにイメージを確か

なものにしていく。本作品は，身近な物や動物の動きを

カメラの自でしっかりとらえてみせ，子ども0)1メージ

を豊かにし，ムーブメントを誘う己とをねらった映像で

ある。

最初の導入部で，指導者がゴム風船をふくらませて空

気をぬき，子どもたちが風船になって身体表現している

実例が示される。その後，動物や物自動きだけ目映像に

なる。それぞれが一度映像が流れたあと rOOI1:なって

みよう」と促しかけのζとばをはさんでリピートされる。

映像は〈ゴム風船がふくらんでしぼむ><パターが溶け

ていく><もちが焼けてふぐらむ><ポップコーンがは
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じける?<Zスパケ・ッティがゆだる?<Zはととにわとり? rゴム風船ふくらましたととあるけ「空気を入れると大きく

《かもとあひる?<Z尺とり虫?<Zスプリングパ才、の移動〉 なって，空気を抜くとしぼんじゃうのね」

《棒使い人形?<Z糸あやつり人形?<Z踊る人形?<Zパワ

ーショベ"'少の13種。

B作品 クリエィティプドラマ(劇あそび)

《スカーフ売りとお猿さん?27分

クリエイティプドラマは観客の前で演ずる演劇(シア

ター)ではなく，劇的活動を通して自己表現を身につけ.

認識を深め，なかまと共感しあう楽しさを味わうも由で

ある。作品は，幼児も楽しめるクリエイティプドラマの

初歩的なものであり，ストーリーは，人まねをする猿た

ちをテーマにした単純な劇で，すく、おぼえられ，すぐ参

加できる。指導者がはじめにストーリーを子どもたちに

説明し，子どもIC劇のは乙びと自分の役割のイメージを

描かせる。そして，いくつか白約束ごと(ボスざるに従

って行動する，猿由乙とば「キー，キー」以外のことば

を使わないなど)をきめる。指導者は猿のボス，指導助

手がスカーフ売り. 3-9歳の子ども(各年齢男女それ

ぞれ2名づっ)28名カ刈、猿である。なお， ビデオ作品が

劇あそび指導1"直接役立つように，初めて経験する子ど

もたちを対象ICリハーサルなしで劇あそびを進行させて

撮影しである。

2. 実験

身体表現活動のためのピデオ活用の効果を分析するた

め， ビデオ映像の他1"r言語刺激Jr指導者の身体表現」

を提示して子どもに身体表現活動をさせ，三条件を比較

する実験を行った。

1)材料

制作ビデオA作品(物のうどき)のなかから.<Z風船〉

《かもとあひる?<Zスパゲ、ノティ〉を選び，他IC<Z赤ち

ゃんの遣い遣い〉を加え，実験提示用のピデオをつくる。

2)手続

(1)実件条件に従って指導者(1名)が被験児たちにム

ープメントの指導をする。被験児は定められた空間内

(図 1-1-3)で活動する。

(2) 刺激白提示は，表現への制約や誘導を考えて影響が

少ないように，①乙とばでイメージを描かせて表現さ

せる「言語刺激J.②ビデオを視聴して表現させるrv
TR刺激J.③指導者が一緒1"参加して表現する「モデ

ル刺激l田順に行った。題材は〈風船?<Zかもとあひ

る?<Zスパゲッティ?<Z遣い遣い〉の順とし.続けて

施行する。教示の例をあげると次の通りである。

instruction 

《ゴム風船〉

〈宮居イメージ〉

議fさあ，風舶になってみましょう. 3回でふくらましますよ』

a rふくらみますHl回目，フーッJr 2回目フ ッH3回

自，フーッ」

b rふくらみました」

。 f空気をぬきますよHシュ ッJ

d rし日みます」
(VTR) 

「さあ， ζんどはビデオで圃船をみてみましょう」

視膳桂，

議「さあ，風船SとなってみましょうJ以下 (d語イメージ)と

同じ，

(モデル〉

「さあ，とんどは先生も皆と一緒花風舶になりますJ(とくに

指噂者を手本とするようにという指示は与えない)。以下 G?
語イメージ)と同じ。

《かもとあひる〉

{言語イメージ)

「あひるとかもは，歩いたり泳いだりしますよ。見たζ とあ

る?J 

「さあ，あひるになってみましょう」

a r水の中をあひるが泳ぎます。J

b r陸にあがって多きます」

《スパゲッティ〉

(宮語イメージ〉

「みんなスパゲ γティ食べたζ とあるでしょ，長くて細くて

霊かいのね。でも煮る前のスパゲッティは固くて諦みたいで

すねJ

「さあ，スパゲッティ iとなってみましまう」

a rはじめは括る前のスパゲッティですよ」

b rお桶心中の熱いお掛花入れます。だんだん設えて霊かく

なりますJ

〈遣い遣い〉

(宮搭イメ グ)

「赤ちゃんの“遣い遭い"をみたζ とあるでしょ」

「さあ，揖ちゃんになって，“遣い遣い"をしてみましょう」

(3) 場面の設定。ムーブメントを施行するホーノレ白広吉

と被験児数1"よって，実験回数を変え，子どもの活動

および観察に適切な場面を設定する。

①A保育園では 3歳児対象なので記録するビデオ搬影

範囲外にとびださないよう，机で仕切りをする〈図 1-1)。
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図 1-3

(0) しきり:じゅうたんを巻いたもの

@M保育所は 4歳 児 5歳児をそれぞれ2クラスに分

け， 1クラスをさらに直接観察グループとビデオ記録グ

Jレープ11:分ける。二つのグループはカーペットの色を変

え，中央にじゅうたんを巻いて仕切る(図1-2，写真

①)。

③T小学校は 2年生4クラスであり，クラス毎11:4回実

験した。 1クラスを4グループにわけ， Aグノレー7吉男・

女4名づっ8名とし (B・C・Dグループは9-10人入

2名を直接観察， 6名をビデオカメラに納める。 7色の

はちまき(赤・脅・黄・白・桃・緑・茶)で個々の子ど

もが判別できるようにした。なお 1グループ同色2名

白ばあいは男女に分けた。 4クコレープ白位置は床応ピニ

ーノレテープを十字に貼りつけて区分した(図 1-3，写

真②)。

(4) 感想文。小学生田被験児には，ムーブメント終了後

その場で会員に刺激とじて提示したビデオについて感

想を求める αせ1)。

3) 観漆・記録

観察は直接記録する方法とピデオ撮影による記録とを

~ -1、持、ア

• 
• 

玉川学問・小学部

⑤ 指噂者

. 観察者

。ζども

E訂テレピ

気…メラ

併用した。観漆項目は， rよく表現しているかH先生ま

たは友だちの模倣についてJr身体全体を使っているかJ

「さらに細かい表現ができているかH楽しんで参加し

ているかJなどであり，予め記録用紙〈付 2)を用意し

てチェックまたは記述していく。ピデオの行動観察でも，

同じ記録用紙を用いる。観察者聞の評価基準を統一する

ため.初め5人の観察者が同一由子をビデオ観察し検討

しながらチェックする方法で6名(年令別2名づっ)を

記録し，その後.判断のつきかねるとき， 2名以上の観

察者で協議する方法をとった。観察者5名。

4)対象

対象は， 3歳児は母子愛育会ナーサリールーム， 4・

5歳児はみさと保育所の園児であり， 8歳児は玉川学園

小学部2年，それぞれ実験当日出席全員である(表 1)。

5) 日時

1986年6月-7月.実験手続きの検討，刺激材料白

作成，被験児・実験依頼の交銑 8-9月実験実施。 T

小学校は 1987年2月交渉:. 5月実施。

6)実験者他
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。スパゲッティ 5才児「雷語J刺激

@ スパゲッティ 8才児「ビデオJ刺激

表1対象

男 女 E十

A保育園 3歳 5 2 7 

4歳 8 11 19 
M保育所

5歳 9 11 20 

T小学校 8歳 65 81 146 

Z十 87 105 192 

実験者2名，実験助手(ピデオ撮影他) 1名，ムープ

メント指噂者 1名。

3 闘査

1)対象は第21回へき地保育所保母研修会に参加者全

員48名

2) 制作ビデオA作品. B作品を視聴してもらい，自

由記述白感想、文を求める。

3) 日時 1986年 10月初日-10月 31日

- 176 -

②全体風景自才児

@ あひる B才児『モデルJ刺激

E 結果

1.実験

1)提示刺激別の検討

子どもの身体表現が.提示した刺激「言語JrVTRJ 

表 2 個人観察被験児

年齢・実験クツレープ 男 女 3十

3 歳 ① 5 2 7 

歳
@ 5 5 

19 4 
③ 3 6 

5 歳
@ 4 6 

20 
⑤ 5 5 

⑤ 4 4 

8 歳
⑦ 4 4 

32 
③ 4 4 

⑥ 4 4 

宅史
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「モデル」それぞれによって，どう変化するかを検討し

た。まず，観察された個々の幸どもの行動. aよく表現

する. b大体表現している c子ども(友だち〉由模倣，

d先生(指導者)の模悦 e表現しない，の項目別にそ

の割合を算出して，年齢~IJ. 性~IJ. 題材別にみることと

した。なお，観察白ビデオ撮影枠からはみ出した者は欠

とした。個人の行動観察をおζなった被験児数は表21C

示す通りである。 4歳と 5歳児は 2グループずつ. 8歳

児は4グループIC分けて実験を施行した。

図2 年齢別

宮S苦イメージ

3 自慢く V T R 

N=7 

モデル

宮居イメージ

4成-< V T R 

N=19 

モデル

君臨イメージ

5 til!'~VTR 

N=剖

モデル

宮語イメージ

8成'1v '1' R 

N=32 

モデル
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111年齢別

図2にみるように.rよく表現する」は年齢が高くな

るほど率が高くなっている。また，どの年齢でもVTR

刺激がもっとも高く，次が言語刺激であり.モデルがも

っとも低い。「指導者の模倣」は，言語刺激と VTR刺

激では指導者のモデルがないために当然 rOJである椛

年齢別に「モデルJをみると. 3歳児は 50.9%と半分

の子が指導者の模倣をしているのが明らかである。指導

者のモデルがあると，子どもをみての模倣が少なくなる



日本総合愛育研究所紀要 第23集

傾向がみられる。「表現しないJは5歳と 8歳では 2.8

%-6.1 %と非常に少なくなっている。しかし 3歳児

が4.5 ~高-9.8%と一割に満たないのに. 4歳児は20.0

%-34.2%と3歳児の3倍近く増加している。己れは3

歳児が抵抗なく表現しているのに対l. 4歳児は真剣11:

とりくみながら，身体が動いていない乙とが観察されて

いる結果である。

(2) 性別

男子と女子に分けてみると.rよく表現しているJr大
体表現しているJともに男子より女子が高く.r子ども

の模倣Jr表現しない」は男子が女子より多くなってい

る。「よく表現しているJでは， 男・女ともに VTR刺
激が一番高く.次が言語刺激になり，指導者のモテリレ刺

激が一審低くなっており.全体の傾向としては類似して

いる(図 3)。

侶)題材別

つぎに，全員について提示刺激の題材別，つまり《ふ

うせん><かもとあひる><スパゲッティ><追い追

い>11:分けて結果をみたものが図4である。乙己It:示す

ように.rよく表現している」のはどの題材でも. VT 
R刺激がもっとも高い率を示l.ついで言語刺激になっ

ている。そして，題材別では《かもとあひる〉が一番多

しついで《ふうせん><スパゲッティ><追い追い〉

の順である。なお.<追い遣い〉は「太体表現している」

が最大で，言語 (63.5%). VTR (59.6箔).モデル

図3 性別

古語イメージ

男子-< V T R 

N"時

モデル

宮語イメーク

女子-< V T R 

N=40 

モヲ2λ，

~よ〈醐向
匿車線微〈先生町

(56.H哲〉ともに半ば以上を占めている。 指導者自模

倣は《ふうせん〉が46.5%でもっとも多く，次が《あひ

るとかも>28.8%.<スパゲッティ>19.2%.<はいは

い>17.3 %の順になっている。そして〈スハ。ケ'ッティ》

は.指導者のモデノレの場合にも子とも四模倣が9.9%あ

り.<ふうせん>1.3%.<かもとあひる>3.2%.<逗

い遣い>0必と比べ特殊な形を示している。「表現しな

いJをみると.<スバケ"ッティ〉がもっとも多く(12.8 

%-19.2%).次が《追い遣い><ふうせん》になり，

〈かもとあひる〉がもっとも少ない (2.6必-8. 7 %)。

2)個人別評価得点

つぎに，個々の被験児の身体表現を得点化して，言語

車Ij批 VTR刺激，モデル刺激の三条件を比較した。ま

ず.rよく表現している」を3点「大体表現している」

を2点.r指導者や子ともの模倣J1点「表現しない」

をO点とした。なお.<ふうせん><かもとあひる〉

《スパゲッティ〉は 2場面づっチェックされている(<ふ

うせん〉一一ふくらむ，しぼむ.<かもとあひる〉ー

泳ぐ・陸を歩く.<スパゲッティ》 ゆでる前・ゆで

る)が.<追い遣い〉は 1場面なので.<這い遣い〉の点

数は weightをかけてx2とした。乙の個人得点の男女

~II. 年齢別の平均と標準偏差を算出しためが表 3 -1で

ある。男女別では 3歳と 8歳のモテワレ刺激を除いてす

べてが男より女が平均値が高くなっている。モテツレ刺激

は言語やVTRと比べて男・女の差が小さいζと. 3歳

国大体捌する 図醐〈子どもの〉

匡語表現しない 口欠
" 
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図4 題材別

I@よく表現する 匡冨大体表現する ElI健倣(子どもの)

臣園緑倣〈先生の) 1!1盟必現しない Eコ欠 " 

宮路イメ ジ

ふうせんべ V T R 

モデル

言語イメ ジ

カモとアヒル< V T R 

モデル

宮語イメージ

スパゲッティ-<V T R 

モデル

宮路イメージ

追い遣いく V T R 

モデル

と8歳では男女逆になっているととは， リーダーの模倣

をするものが男より女に多く，点数を下げる結果を示し

ている。年齢別にみると. 4歳 5歳. 8歳では年齢が

高くなるにつれ，平均得点が高くなっている。しかし.

3歳と 4歳では3歳が高得点を得ている。 3歳児は人数

も少ない由主 4歳児は表現しているつもりで動砂ないために俵

現しなし、'JICチェックされるものが多く点数を低下させて

いる。平均点で刺激三条件を比較すると，各年齢，男女

ともにVTR刺激四平均点が高く，つぎが言語刺激であ

，.， 

り，モデル刺激がもっとも低い。との差を明らかにするた

め.T検定を行った由が表3-2である。なお 3歳児

は人数少なし男・女の数も異なるため除外した。有意

差のみられたものは. VTR刺激とモデル刺激，言語刺

激とモデル刺激の5歳児女子 8歳児男子女子であり，

表現の平均点が高いものに差が大きい結果となっている。

3) 全身表現と細部表現

身体表現の観察では，全身で表現するものと細部(主主

手先き，腕，上体，腰，足，下半身〉の身体部位の表現
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表3-1 個人別得点目平均・標準偏差
をチェックした(付2)。全身で表現しながら，手先き

で《あひる〉の口ばしを表現するものは両者I(印されるし，

坐ったまま腕と上体を動かして〈スパゲッティ》の柔か

さを表現すれば，腕と上体Itチェックされる。身体各部

位ごとでは煩雑になるので.各身体部位を合計した細部

表現と全身表現It分砂て検討した(図 5)。刺激三条件

別にみると，全身表現は VT R (86.6 %).モデル

言語イメージ V T R 

平均

3歳男5名 13.0 

女2名 13.5 

計7名 13. 1 

4歳男8名 8.4 

女11名 12.0 

計19名 10.5 

5歳男9名 13.6 
女11名 14.6 

計20名 14.2 

8歳男16名 15.4 
女16名 16.3 

計32名 15.9 

表 3-2 

4 歳 男

女

5 歳 男

女

8 歳 男

女

* pく0.05
*本 P<O.OI

偏標準差 平均 偏標準差

4.30 14.4 3.04 

2.12 14.0 0.00 

3.63 14.5 2.67 

4.85 10.3 4.89 

3.48 13.0 3.37 

4.07 11. 8 3.98 

4.35 14.8 3.62 

2.01 16.0 2.59 

3.13 15.5 3.06 

3.20 16.1 3.37 
2. 12 17.5 2.35 
2.66 16.8 2.86 

官国雪 語 < 
VTR > 
冨 語 > 

百 語 < 
VTR > 
宝国雪 語 > 

言 語 < 
VTR > 
冨 語 > 

百 語 く

VTR > 
官回音 語 > 

盲 語 く

VTR > 
号国雪 語 > 

言 語 く

VTR > 
霊回安 語 > 

モデル

平均

9.9 

9.0 

9.6 

7.8 

10.3 

9.2 

11. 9 

12.3 

12.1 

12.9 

12. 7 

12.8 

VTR 
モデノレ

モデル

VTR 
モデ Jレ

モデ Jレ

VTR 
モデル

モデル

VTR 
モデノレ

モデノレ

VTR 
モデノレ

モデル

VTR 

書室
3. 78 

1. 41 

3.17 

2.18 

3. 79 

2.84 

3.12 

2.96 

2.99 

3.11 

3.08 

3.10 

キホ

* 

キキ

* 

モデル|.* 
モデル *. 

(84.5%).言語イメージ (81.9労)の順であり，細部

表現は言語イメージ (52.6%). VTR (5l.8%).モ

デル (49.0労)白順である。細部表現は各刺激とも50

%前後である。題材別では，全身表現は《かもとあひる〉

(90.65五λつぎが〈ふうせん>(87.3 %).そして〈ス

パケeッティ>(75.19百)になり，細部表現は〈かもと

あひる》がとくに多く (66.75百)で'. <:スパゲッティ〉

(49.8%). <:ふうせん>(38.05百〕と開きを示して

いる。《遣い遣い〉は身体部位白観察項目がζ となるた

め除外した。男女別でみると全身表現(男 83.0%. 女

85.5%).細部表現(男 41.8 %.女59.4%)ともに男

子より女子か高く，とくに細部表現ではその差カ堵しい。年

齢別て怯.全身表現は4歳と5歳の筒きが多く.66.4%か

ら87.2%と上昇し 8歳は 82.9必である。細部表現は8

歳が最も多く 58.0%.ついで5歳児 48.6%. 4歳児

31. 3 %と年齢順I(低下しているが，全身表現乙同じよ

うに 5歳と 4歳の差が著しい。

4)参加状態

被験児のムープメントへの重量加の状態を感情表出と集

中度の二側面からみるとととした。

(1)感情表出。被験児白表情から「楽しそうJr.ふつうJ

「つまらなさそうJI(分けて観察した。一場面で「ふつ

う」から「つまらなさそうJあるいは「楽しそうJI(変

るなど，二個チェックされたも由は O.5ずつに

分げて双方It集計する乙ととした。表 4ー 1-4 

がその結果である。刺激条件別では「楽しそう」が

VTR (51.9%).モデル (50.0%).言言吾イメージ (46.5

%)の順でいずれも 50%前後である。 rつまらなさ

そう」はモテソレがやや高く 5.6%になっている。題

材F陀は《ふうせん〉が「楽しそう」では一番多く 58.5

5哲，次《かもとあひる>55.8%.<:スパゲッティ>45.5

必.<:逗い違い>38.0声高田順になり.<:遣い遣い〉は

Fつまらなさそう」が5.6%で一番多い。男女別では女子

の方が「楽しそうJ56.1郊で男子の 42.4%より多くな

っている。「つまらなさそうJは男子4.1%.女子1.9

%である。年齢別では 3歳児がもっとも「楽しそう」で

あり 63.7%を占め. 4歳児は 55.5%.5歳 (45.05百〉

と8歳(45.6免)はほぼ閉じである。「つまらなさそう」
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図5 全身表現と細部表現

~繍かも叫" 亡コ金身ぷ"

70 50 。 切 1∞%  

=臼6WÆ7.&'~ 81.9 

刺激別 V T R 
四回勿蜘悦銚:é~伍~勿崎 86.' 

モデル E骨恒骨白骨，鵠守骨由骨白骨白骨生 S4.' 

続 3

題材別 かもとあひる昨抱括拾勿説話現:æ 66.7担税忽由説忽忽担税~ 00.' 

スパゲッティ 院揖缶詰担税49.8~初移出掛 75.1 

阪説説話路41.8貌担説明@ 83.0 

切時必却勿自必止車u内u骨m勿回S目1.3封抱切u虫m%弘
8S.' 

日31.3 86.4 

年飴別 S 滋 防御協48.6~初出""'" 87.2 

8成 助役忽儲捻抑制鋭== 広2.9

参加状態(1)

表 4-1 刺激別

延べ人数312= N x 4 (題材) 単位:人J防

楽しそう ふつう つまらなそう 欠 自十

言語イメージ 145.0(46.5) 159.0(50.9) 4.0(1. 3) 4.0(1. 3) 312(100.0) 

VTR 162.0(51. 9) 139.0(44.6) 6.0(1. 9) 5.0(1. 6) 312(10日0)
モデル 156.0(50.0) 137.5(44. 1) 17.5(5.6) 1. 0(0. 3) 312(100.0) 

表 4-2 題材別
延べ人数 234=NX3(刺激〉 単位・人.1防

楽しそう ふつう つまらなそう 欠 u 

ふうせん 137.0(58.5) 95.0(40.6) 0.0(0.0) 2.0(0.9) 234(100.0) 
かもとあひる 130. 5(55. 8) 97.5(41 6) 6.0(2.6) 0.0(0.0) 234(100.0) 
スパゲ、yティ 106. 5(45. 5) 119.0(50.9) 8.5(3.6) 0.0(0.0) 234(100.0) 
遣い遣い 89.0(38.0) 124.0(33.0) 13.0(5.6) 8.0(3.4) 234(100.0) 
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表 4-3 性別

延べ人数~Nx 4(題材)x 3 (刺激) 単位:人(防

楽しそう ふつう つまらなそう 欠 計

男 193.5(42.4) 235.0(51. 5) 18.5(4.1) 9.0(2.0) 456(100.0) 

女 269.5(56. 1) 200.5(41. 8) 9.0(1. 9) 1. 0(0. 2) 480(100.0) 

員十 463.0(49.5) 435.5(46.5) 27.5(2.9) 10.0(1.1) 936(100.0) 

表 4-4 年齢別
延べ人数~NX 4(題材)x 3 (刺激) 単位:人(協

楽しそう ふつう つまらなそう 欠 計

3 歳 53.5(63.7) 27.5(32.7) 0.0(0.0) 3.0(3.6) 84(100.0) 

4 歳 126.5(55.5) 90.5(39.7) 6.0(2.6) 5.0(2.2) 228(100.0) 

5 歳 108.0(45.0) 131. 5(54. 8) 0.5(0.2) 0.0(0.0) 240(100.0) 

8 歳 175.0(45.6) 186.0(48.4) 21. 0(5. 5) 2.0(0.5) 384(100.0) 

議表現時間内1t2ケチェックされた子白栂合は l人を 0.5ずつに
分けて集計。

参加の状態121

表 5ー 1 刺激別
延べ人数 312~ N x 4 (題材) 単位:人，川第

集中する ふざける 飽きる ふつう (延べ計人数)

言語イメージ 34(10.9) 11(3.5) 1(0.3) 266(85.3) 312(100.0) 

V T R 47(15. 1) 21(6.7) 11(3.5) 233(74.7) 312(100.0) 
モデル 36(11. 5) 28(9.0) 17(5.4) 231(74.1) 312(100.0) 

表 5-2 題材別
延べ人数 234~Nx3(刺激) 単位:人，1協

集中する ふざける 飽 き る ふつう I (延べ計人数)

ふうせん 44(18.8) 5( 2.1) 。(0.0) 185(79.1) 234(100.0) 
かもとあひる 40(17.1) 10( 4.3) 9(3.8) 175(74.8) 234(100.0) 
スパゲfッティ 24(10.3) 24(10.3) 11(4.6) 175(74.8) 234(100.0) 

追い追 い 9( 3.8) 21( 9.0) 9(3.8) 195(83.4) 234(100.0) 

一一
表 5-3 性別

延べ人数~ N x 4 (題材)x 3 (刺激〉 単位:人，11%

集中する ふさける 飽きる ふ つ う (延べ計人数)

男 34( 7.5) 39(8.6) 23(5.0) 360(78.9) 456(100.0) 
女 83(17.3) 21(4.4) 6(1. 3) 370(77.0) 480(100.0) 

計 117(12.5) 60(6.4) 29(3.1) 730(78.0) 936(100.0) 
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表5-4 年齢別
延ベ人数~NX 4(題材)X 3 (刺激) 単位:A.I協

集中する ふざける

3 歳 5( 6.0) 8(9.5) 

4 歳 14( 6.1) 18(7.9) 

5 歳 4( 1. 7) 1(0.4) 

8 歳 94(24.4) 33(8.6) 
」ー L 

では8歳児が5.5%で他の年齢より多い。なお，全体を

過して「楽しそう」はほぼ半分程度であるが，真剣にと

りくんでいるのは感情表出では「ふつうJにマークされ

ている。

(2) 集中度。集中度をみるため，とくに集中していると

観察されたものを「集中するJとL.iふざける，他を

妨害するJ.i飽きている」を場面ごとにチェックした。

褒 5ー1-41C示すように，刺激条件別ではVTRが集

中しているが多く.iふざげるJi飽きるJはモデル刺

激に多くなっている。題材別にみると.<ふうせん><か

もとあひる〉が集中度高く.<遥い追い〉はその 5-6分

の lである。「ふざけるJi飽きるJは〈スパゲッティ〉

由ふ4喜多い。男女別にとれをみると.i集中するJは女

子が男子の2倍以上 iふざ砂るJn飽きる」は逆に男子

が女子の倍以上になっている。年齢別にみると. 8歳児

が他の年齢の4倍以上で24.4%由も白が「止式集中jし

ており. iふざける」は他とあまり差はみられないが，

「飽きる」は8歳にもっとも多い。 5歳旦は「集中する

もの」が一番少ないカえ「ふざけるJi飽きるJも最も少

なく，とくに「飽きる」は0である。

5) ビデオ作品の評価

被験児たちが提示したピデオ作品をどうみているかを

知るため，小学2年の被験児全員に各クラスどと実験終

了後その場でピテ'オ作品についての感想を求めた(付 3).。

表6は，題材別にそれぞれ絵・音楽・乙とばについて評

価してもらった結果である<<):重い這い〉は音楽とこと

ばがなく映像だけである〉。表にみるように， 全体とし

て評価が高く，映像についてはどの種目も 95%以上が

「良い」とし，音楽・乙とばでも80-90%弱に達してい

る。題材では《ふうせん〉が映像・音楽・ ζ とばともIC

他より上位を占めている。男女を比較するといずれも僅

かではあるが女子の方が評価が高くなっている。つぎに

自由記述による評価内容を整理してみると表 7-1-7

-4になる。①映像については〈ふうせん><スパゲッ

ティ〉は「面白い，楽しい」が一番多く.<かもとあひ

る><道い追い〉は. iかわいい」が l位になっている。

飽きる ふつう (延息数〉

1(1.2) 70(83.3) 84(100.0) 

4(1. 8) 192(84.2) 228(100.0) 
日(0.0) 235(97.9) 240(100.0) 

24(6.3) 233(60.7) 384(100.0) 

次IC~いのは「よくわかった，動きが面白いJ と身近な

もの白動き一一ふうせんが徐々にふくらんでしぼむ勤き，

かもやあひるむ泳ぎや歩き方，スパゲッティがだんだん

柔くなって踊る動き，赤ちゃんの遣い遣いの手や足とそ

の速さなど，身近なものの動きがカメラを通して描かね

改めておどろいたり感動じたりしている。「本当だ!から

商白い」という答えもおなじ感動のあらわれといえる。

「映像がはっきりしている，きれいJi画面が大きくて

よい」などの評価もみられる。また，批判的な意見とし

て怯.<遥い遣い〉目映像が「見にくい，場所がわるいj

との指摘もあった。 ζのように，内容だ砂でなく，映像

そのも白についての意見ものべられている。②音楽につ

いては「きれい，すてきJi面白い，楽しいJが多かっ

たが「音が良いJi面化合っている」などを述べて

いる子もある。マイナス評価としては「楽しくないJi合

っていない」白他に，ピデオ視聴時の位置など白ちがい

から「声が大きすぎるJi間ζえない」の答えもみられ

た。③ことばに関しては「はっきりしている，解りやす

い，説明がよいJi面白い.楽しいJi言葉使いがよい，

よく考えてあるJが大部分であり.irやってみよう』白

呼びかけがよい」など具体的な評価もあった。一方，映

像に比較して批判的な意見もあり「赤ちゃんぽい，わざ

とらしいJと子ども向けむζ とばを指摘している。

2 調査

制作ビデオ作品について，現場で保育IC当っている保

母ICA<ポップコーンはじけた〈もの白動き)>.B.<ス

カーフ売りとお猿さん(劇あそび)>白 2本のピデオを

視聴してもらい感想文を求めた。対象は第21回へき地保

育所保母研修会参加の保母会員 (48名，保育経験3年以I二

年齢21歳-52鼠平均年齢35.9歳〕である。ビデオ視聴

は研修会第1日目白夕方，感想文の提出は最終日〈第3

日)由夕方である。感想文は 400字詰原稿用紙1-2枚

で，詳細にかつ具体的に記述されている。感想文は自由

記述であるため表現はさまざまであり内容は多岐にEっ

ているカ主表現は異つでも同じような内容の感想をまと

め.A<ポップコーンはじげた〉は「構成と題材Ji Lと
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A<ポップコーンはじけた》

①構成と題材。こ ζ に分類された感想は他の「乙とば・

音楽・効果音」や「子ども白動きJi保育と表現活動」

「表現活動についてJIC比べて多く，延 44人91.7，百に

のぼっている。ビデオ1<:取り上げた題材の中でパターの

溶けるところやおもちのふくらむ様子，スノマゲァティの

お鍋の中の動き，ポップコーン由はじける勢いの映像を

見て日常見過したり考えも及ばなかった「身近にあるも

のの動きに気づかされたJという感想が圧倒的に多い

(28名 58必)。その他「導入がすばらしい・興味をう

まくひきだしているJ(5名入「子どもの甚ぷ題材を選

択しているJ(5名)なとである。

②ζ とば・音楽・効果音。他の項目IC比べて意見は少な

く「動きと音楽・効果音が合っていて楽しいJ(5名λ

「子どもたちへの乙とばかけが勉強KなったたJ(4名)

などである。

③子どもの動き。導入のふうせんの場面しか子どもは映

っていないのだが， r生き生きしているJ(9名)， rのび

のび表現J(2名λ「なりきっている(1名)Jと子ども

が生き生き表現しているのが印象的のようである。

@保育と表現活動。「構成と題材JIC次いで意見が述べ

られており， rビデオ利用すれば表現しやすいJ(8名λ

「大変参考になった・早速やってみたいJ(7名入などピ

デオ作品の効果を認めたものと， r子どもを伸ばしてや

る義務を痛感J(5名λ「くふうや勉強しなくてはと反

省J(4名)， r楽器で表現遊びができるヒントを得たJな
ど保育に対する使命・反省・抱負など述べているものに

二分される。

⑤表現活動について。表現活動の意義1<:関する窓見とし

て「観察力・集中力が養われるJ(6名)， r驚きや発見

が表現活動白第一歩J(3名)， r表現力・表現の喜びが

身につく J(3名)，を挙げている。

B<スカーフ売りとお猿さん〉

①構成と内容。「楽しい劇遊びになっていた・感動した

子どもたちと一緒にやりだしたいくらい楽しく引きずり

乙まれたJ(12名入という感想が多い。その他は「子ど

もの喜ぷ繰り返しゃ真似をうまく利用しているJ(8名λ
「猿のととば(キーキキー)をルーノ吋Eしたものがよい」

(3名)などストーリーに関したものである。

②子どもの動き。「生き生きした表情がすばらしい」とい

う感想をもったものは半数近い 23名であり， r最後のも

っとやりたいのことばが印象的J(3名)，という感想と

共ι子どもたちが楽しく劇遊びに熱中していたかを画面

から感じとっている。

③指導者について。こ白項目応対する感想は 37名， 77.1
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ば・音楽・効果音Jr子どもの動きJr保育と表現活動」

「表現活動についてJr希望・意見J，B<スカーフ売りと

お猿さん〉は「構成と内容Jr子どもの動きJr指導者に

ついてJr保育と劇遊びJr劇あそびについてJr希望・窓

見」に整理分類した。その結果が表8である。
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表 7-1 ふうせん

順位 プラス評価 人数 順位 マイ ナス評価 人数

① おもしろい・楽しい 36 ① 顔が見えない 2 

② 飛んでいるところ・落ちるととろが面白い 35 

映
③ 害順IJ々 にふくおらむもとし乙ろがよい

れそうで るい 15 

③ 色がきれい・さわやか・場面がよい 15 

⑤ は自分っきも空りをし飛ていんでるい・よるかくんわかじる
13 

@ ふうせんの形がおもしろい 13 

⑦ 画面が大きくて良い 3 

像
① ふうせん(ふくらんでしぼむ)がおもしろい 3 

⑦ おじさんがおもしろい 3 

⑮ 色々な工夫をしている l 

昔骨 。'i5l 号制 (2 ) 

① はっきりしている・わかりやすい 63 ① 赤ちゃんぽい・わざとらLい 6 
ζ 

② おもしろい・楽しい 35 @ 合わない・つまらない・暗い 4 

と
③ 言葉使いが良い・よく考えてある 12 ③ よく聞こえなかった・わからない 2 

@ お姉さんみたい・ていねい・優しそう 8 ④ 言葉が少ない 1 

ば ⑤ 呼びかけがよい l @ 顔が見えない l 

E甘 (11ω 国制 U4) 

① きれい・すてき・美しい・かわいい 41 ① 楽しくない・きれいではない 4 

② 面白い・ひょうきん 34 @ 声が大きすぎる 3 
音 ③ 楽しい・気持が良い 28 ③ 聞とえない l 

@ 音が良い 14 

⑤ 合っている(自分もふくらんだみたい) 11 

楽 ⑤ いっぱいあって良い 1 

⑥ 静かで気にならない 1 

居骨 (1お〕 世骨 (8)1 
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表 7-2 カモとアヒル

順位 プラ ス 評 価 人数 順位 マイ ナス評価 人主主

① かわいい 58 ① 赤ちゃんぽい

映
② 

宅島尻?をふ?終る):盟害賠?島iζ上る・お
31 ① 意味がよくわからない 1 

③ はっきりしている・きれい 21 

@ 面白い・楽しい 19 

⑤ 本(当の乙とだか写ら良い 7 
パロン池が っている・カモの色が

像
よい)

⑤ 画面が大きくて良い 2 

匝甘 ，(138) ~i同 (2) 

① 面白い・楽しい 50 ① 赤ちゃんぽい・わざとらしい 8 

@ わかりやすい・はっきりしている 38 ② 大人と子供の声の区別がつかない 4 
乙 ③ 言葉使いが良い・ていねい・優しい 11 ③ あまり詳しくない

④ 声と言誌がかわいい 10 
と

⑤ 合っている 4 

』ぎ ⑤ お話の仕方が良い 3 

⑦ 「やってみようJが楽しい・やる気になる 2 

日甘 (118) 白骨 (14) 

① 面白い・ユニーク 51 ① 面白くない・よくない・合わない 6 

音
② 楽しい・気持ちが良い 21 @ うるさい・声が大きすさる 3 I 
③ 合(っている 16 ③ 間ιえない 1 

アヒルらしい・歩いてるみたい・工夫 @ わけがわからないされた)

@ かわいい・きれい 15 

⑤ 聞きやすい 9 

楽
⑥ 鳴き声が良い l 

その他 1 

E骨 わ14) 官制
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表 7-3 スパゲッティ

順位 プラス評価 人激 順位 マイ ナス評価 人数

① 面白い 49 ① はっきりわからない 2 

② 曲ったとと・踊ったと乙が函白い 37 ① どろどろで気持が惑い 2 
映

③ おいしそう 23 

@ よくわかる・はっきりしている・鍋がよい 17 

⑤ きれい・いい気持ち 5 

⑥ 固いと乙ろが面白い 4 

像 ① 本当のことだからよい 2 

⑤ 見たζ とがなかったから 1 

信制 (la 官制 (4) 

① 面白い・楽しい 52 ① つまらない 5 

乙 ② よくわかる・はっきりしている・説明が良い 42 ② 赤ちゃんぽい・わざとらしい 3 

と
③ 声と言葉が良い 13 @ よくわからない 2 

@ きれい・ていねい・優しい 6 
L王 ⑤ 合っている・食ベたくなる 5 

E骨 (118) 信骨 (10) 

① 面白い・楽しい・愉快 53 ① 暗い・面白くない 3 

音 ② 合っている(柔らかそう・よくわかる) 26 ② スパゲッティに合わない 2 

③ きれい・すてき 21 ② 声が大きすぎた 2 

@ お食事らしい雰囲気・食べたくなる 6 @ 聞こえない・わからない 2 
楽 ③ ユニーク・不思議 5 

E村 (lll) 居骨 (9 ) 
」

表 7-4 這い遣い

順位 プラス評価 人激 順位 マイ ナス評価 人数

① かわいい 81 ① 函が見にくい 4 
@ 面白い・楽しい(足・お尻の動き〉 36 ② 面白くない 2 

映 @ よくわかる・はっきりしている 11 ③ 場面が悪い l 

速さがわかる

像 ④ 場面が合っている 2 

その他(運動になる・うまい) 6 

.il (136) 自制 (7 ) 
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表 8 制作ビデオ作品の感想
対象:へき地保育所保母48名

A<ポップコーンはじけた〉 B<スカーフ売りとお狼さん〉

人数 人数

構成と題材 構成と内容

身近にあるものに気づかされた 28 楽しい劇遊びになっていた・感動した 18 2 
噂入がすばらしい・興味をうまくひきだしている 5 子どもめ喜ぶ蹴返しゃ其曲をうまく利用している

子どもの喜ぶ題材を選択している 5 1衰のζとほ(キーキキー)をJレールにしたのがよい 3 

感動した 2 混合保宵iと適した題材 2 

子どもの喜ぶふうせんから始めた白がよい 無理のないスト リ を選ぷととが大切と思った

2団組返すのでわかりやすい 原作の帽子をスカーフiζ変えたのがよかった 1 

時間的にもあきがζない 叶 56.3% (27) 

科学的な商もよくでていて函白い

計 91. 7 % (44) 子どもの動き

生き生きした虫怖がすばらしい 23 
ζとば・音楽・効果音 演技がじょうずだった 5 

動きと音楽・効蝿音が合って車しい 5 「もっとやりたいJのことばが印象的 3 
子どもたちへの言葉かけが勉強になった 4 ユーモラスでかわいい 2 

効果昔があるので動作しやすい 叶 68.8% ( 33) 

計 20. 8 ~ぢ (10) 

指導者について

子どもの動き お話から劇遊びへの展開がすばらしい 19 

生き生きした子どもたちが印象的 9 語りかけの巧みさに感噴した 13 
申びのび車現している 2 ポス描とスカーフ売りのリードがよい 4 

子どもたちがなりきっている商白さ味わうた 県育者申指導で晃年齢児が楽しんでいた l 

計 25.0% (12) 計 竹 1% (37) 

保育と車現活動 保宵と劇l遊び

ピデオ利用すれば表現活動しやすい 8 大変参考になった・早辿子どもたちとやってみたい 20 

大聖書考になった・早速やってみたい 7 子どらのもつ力を現現させるのが保育者の努力と佐命 5 

子どもを伸ばしてやる韮萌を痛感 5 道具や写真など~p:前の司自輔が大切 5 

保母がくふうや勉強しなくてはと反省 4 保母は創造性をもたなければと反省 4 

感動する気持がなかったζとを反省 保母も輩しんで宰加する ζとが大切 2 

視聴覚機器ないか実演してもよい 1 ピデオ世用すればやりやすい 2 

車器の即興で表現あそびができるヒントを得た 慣れたらポス鵠・スカーフ売りを年長組にさせてみたい 2 

計 56. 3 ~彰 (27) 他の先生iζも見せてあげたい 2 

保母のくふうでピデオなくてもできる 2 

現現活動について 積極的に挑戦したい

祖察力・担中力が襲われる 6 保条件育をが高大め切るには人的(チームワーク).物的〈設備〉 1 
揖きや発見が理現活動の郷 歩 3 
表現力や表現申書びが身につく 3 計 95.8% (46) 

表現活動はすばらしい 2 

計 29.2% (14) Jl!J遊びについて

協調性・ m中力が宵つ 2 

希盟・意見 劇避'"ますぼらしい 1 

導入部分をもっとみたい 計 6.3% (3) 

物足りなかった 1 

子どもの様子がなくて自然観察の映画みたい 希盟・意見

計 6.3% (3) 前韓由活動過程をもっと知りたい 2 

会且に同じ行動をさせるのは疑問 2 
もっと子どもの表情・動きをみたかった 1 
見せるためにやっていた感じがする 1 

針 12.55彰 ( 6) 

その他

テレビ・ビデオ欲しい・ビデオ由設曲ない 6 

計 12. 5 ~彰 (6)
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%と多いが「お話から劇遊ひ'への展開がすばらしいJ(19

名)， r語りかけの巧みさに感嘆J(13名)と指導者の演

技のうまさ，話術の巧みさに驚きと感嘆が集中している。

@保育と劇遊び。 ζ白項目1<:分類された感想は非常に多

く(46名. 95.8 %)日常白保育との関わりでこのピデ

オを視聴している。「大変参考になった・固に帰って早

速子と、もたちとやってみたいJ(20名) という劇あそび

の具体的な指導法を感じとったも由が多い。また「子ど

ものもつ力を表現させるのが保育者の努力と使命 (5名).

「事前の準備が大切J(5名).r保母は創造性をもたな砂

ればと皮省J(4名).r保母も楽しんで参加することが

大切J(2名)などA作品と同様に保育に対する使命，

抱負などの意見も多い。

⑤劇遊びの意義についてのべるものは少なく「協調性・

集中力が育つJ(2名〉などである。

その他A. B両作品1<:共通した意見として「導入部分

がもっとみたいH前後の活動過程をもっと知りたい」な

どより詳細で具体的な方法を知りたいというものも3名

あった。また表現活動は苦手な分野だが「ビデオを利用

すればやりやすいJ(10名〉とビデオ作品の効用を挙げ

ている。しかし現実ιは財源がなく「テレぜ・ビデオが

欲しい，ピデオの設備がないJ(6名)と訴えている。

町考察

1 実験結果の考察

身体表現活動の導入としてピデオ視聴をさせる乙との

有効性をみるため，言葉でイメージを捕かせる「言語刺

激jと指導者も一緒に表現する「モデル提示」と比絞す

る実験を行い，三条件それぞれ四特性をはじめ題材によ

る差や年齢差などの実験結果を得た。乙れらについての

考察をすすめると次白ようになる。

1)提示刺搬の特性

提示刺激別に被験児の表現をaよく表現する. b大体

する c指導者四模批 d子どもの模低 e表現しない

に分げてみると.r aよく表現するJは， 題材の種類，

年齢男女を問わず，いずれもピデオ刺激が上位であり，

次が言語イメージ.そしてモデル提示になっている。ま

た，個人の表現を得点化した比較においても同順位にな

り.rビデオJr言語イメ→'Jrモデノレ」白順である。 ζ

己での表現の評価点は，ムーブメント本来の自発牲を重

視しており，模倣の表現は「よく表現しているH 大体

表現しているJより低い評価となるため.rモデノレJが

最下位になるともいえよう。「ビデオJr言語イメージ」

「モデルJの三条件それぞれについてみると.rビデオ

:モデルJ田差カえ「ピデオ.言語J.r言語:モデルJよ

り大きい。「ピデオ:モデノレH言語・モデル」では，と

もに 5歳女と 8歳男女IL有意の差がみられる。つまり，

表現点が高いほとムープメント由導入刺激の差が明らか

になると考えられる。また.rモデルJが「ピデオJや

「言語イメージ」と比べて劣るのは，指導者は同時1回予

動するだけて，とくに注視させる指導はしていないのに

模倣する子が多いζとを示している。

以上から，ムープメントの導入として，ビデオでもの

白動きを見せるζとは，子どもの身体表現活動をゆたか

にし，言語で子どもにイメージさせることや指導者がモ

デルを提示するととよりも優れているといえよう。

2)題材別

つぎに，提示した題材〈ふうせん><かもとあひる〉

〈スパゲPッティ><遣い遣い〉の4種について検討して

みる。いずれ白題材も言語イメージやモデル提示よりも

ピデオを見ての表現がよくなされ.それぞれがビデオ効

果を示している。順位とし?ては I位《かもとあひる〉

(43.0%). 2位〈ふうせん>(42.39出入 3位〈スパゲ

ッティ>(32.4%).最後が《遣い遣い>(23.1 9百〉であ

る。よく表現している子と，大体表現しているも白を合

計すると.<遣い遣い>92.7%.<かもとあひる>90.4

労〈ふうせん>85.6形.<スパゲ、ノティ>77.2%でと

の題材も身体表現活動の題材として適切であるといえよ

う。身体各部位を使って由細部自表現は4JJもとあひる〉

が l位であり，子どもは動物の動きが表現しやすいが

〈スパゲッティ〉などは手足と対応させる乙とがむずか

しいのであるう。〈スパゲッティ〉は表現できない，しな

い子が他の題材より多い白である。また《遣い遣い〉は

子どもたちが赤ちゃんの声色でパプパプといったり，泣

きまねをしたり，ビデオには音がない白IL声を出して友

だちとふざ砂る様子がみられ乍赤ちゃんの表現をするζ

との照れが観察された。

3) 男女差

表現の個人得点全身や細部の表現，星雲加態度それぞ

れ，どの年齢でも男子より女宰が優れている。表現のしかた

題材別刺激別白それぞれの傾向は男女ともに変らない。

模倣では友だち申模倣は男子白方が女子より多く，指導

者の模倣は女子の方が男子より多し男女の特徴を示し

ている。 8歳の女子にはそのものEなりきって陶酔して

いる子，美しく表現じようとする子がみられたが，男子

にはみられず，逆にふざけなどは男子IL多い。身体表現

活動も形を意識するようになると男子はとまどいや照れ

か勤きを少なくすると考えられる。

4) 年齢差
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3歳児 4歳!尼 5歳児. 8歳児を対象とした杭提

示刺激別では，よく表現している子は，各年齢ともにビ

デオ，言語イメージ，モテVレの順で変りない。つまり，

年齢にかかわりなくビデオ提示が効果があるといえる。

指導者自模倣は 3歳児1<:多く (5日9%).他の年齢 (23.6

-( 30.9労)と大きな開きがあり. 3歳児が指導者にひ

きずられることが多いといえよう。 4歳児の特徴とし

ては 3歳児が抵抗なく楽に課題にのる白に対l.何と

か表現しようとかまえている様子がみられる。たとえば

《ふうせん〉のふくらむ過程で，指導者が r1回目フー

ッJr 2回目7ーッJr 3回目ブーツJと風船に息をいれ

る言葉かけに大部分自子がその都度，身体を聞くしな

がら，自分では動いているつもりでも.背をまるめて小

さくなったままでいる。《スパゲッティ〉も同じ様子が

観察されており.その結果が「表現しない」にチェック

され，平均点も 3歳児より低くなっている，同じ保育所

で条件も全く閉じだが. 5歳児になると，乙のような ζ

とはみられず自分自身体を思うように動かせるようにな

っている。 8歳児では，一段と表現力が増l，とくに女

子では対象物になりきって.さらに優雅に表現しようと

している子が多くみられる。ムープメントをよく理解し

自分の身体表現を通してさらに対象物のイメージを明ら

かにしていく ζとができる白は 5歳児以上といえよう。

また 3歳-4歳の幼児では指導者のモデルがないと表

現しきれない乙とも観察された。なおどの年齢でもビデ

オ視聴時は予想以上に真剣1<:集中する態度がみられた。

2. その他

(1)模倣でもリーダーを真似る場合は明らかに観察でき

る由主友だちの模倣は維が誰の模倣をしているのか把握

しにくい。それは，きわめて短時間にいっせいにおなじ

行動をとるからである。子どもが常に周囲の子をみつめ

て行動することが伺えた。写真⑤と写真⑥にみられるよ

@風船

うに，風船のふくらむ表現をAクラスの子はしゃがみこ

んでから伸びていき. Bクラスの子は仰向きでそりなが

らお腹をせりあげていく。指導者のモデルがな叫まあ川

なかまり誰かひとりのリーダー格のも白を見て一群のも

のがきっと模倣して動くようである。

(2) ムープメントは，身体の動きによる自己表現活動

の喜びを目的としているが，子どもたちが乙のー迎のム

ーブメントの実験を通して，楽しそうに生き生きしてく

る様子が実験者や観察者の自民明らかであった。ある 5

歳の女の子が，実験を終って，附ればれした表情で「あ

あ，すっきりした」と言ったζ とばが，子どもたち全体

の感情を代表して言語化されたものと思えた。

3. 実験用ビデオについて

実験で提示した「も白白動き」のビデオ作品について，

小学2年会員 146名に感想を求めた。「面白い，楽しい」

など評価が高<.映像を「良いJとするものは各題材と

も95%以上，音楽・乙とばについても 80-90必が「良

い」としている。そして，身近なものの動きをカメラが

しっかりとらえていることに改めて感動やおどろきを示

している。ビデオ作品は昨年度制作したものから抽出し

たものであり.本作品「ポップコーンはじけた/(もの

の動き」は子どものムープメント導入K適切であるとい

えよう。な私画像の鮮明さ，大きさ，美しさなどを指

摘し《追い這い〉の画像は見にくい，場所がわるいな

ど紫人のビデオ娘影を見抜かれたような指摘もあり〈他

の題材は束通企画スタッフの撮影).映像時代由子ども

の自の確かさを認識させられた。

4 制作ビデオ作品について

昨年度制作したビデオ作品. A<ポップコーンはじけ

た(ものの動き))>. B<スカ フ売りとお猿さん{劇

あそび))>白 2本を現場保育者 48名(保育経験 3年以ι
年齢 21-52歳平均35.9歳)IC視聴してもらい自由

⑥風船
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記述による感想を求めた。自由記述であるだけに，昨年

度設問して回答を得た評価りと異り，個々の保育者の詳

細な感想や意見を得るζとかできた。実際に保育現場に

ある人たちなので， 日常白保育， ζれからの保育に深くか

カわりをもって視聴され，作品の活用について現実的な要

望が出されている。詳細は結果に示した点主 A作品では

日常見過している身近なものの動きを映像が写し撮って

いるζとに感心し， ζれらがムープメントの導入になる

乙と白ヒントを得ている。 B作品では， リーダーの演技

や話術，導入の巧みさに感嘆し，子どもたちの生き生き

した表情や動きに強い印象をうけている。そして，ムー

プメントや劇あそびが子どもたちに必要であり，保育者

は子どもの表現活動をのばす責任があることを白べ日

常白保育への反省もあげられている。また，表現活動白

ためにビデオ活用の効果を認める意見苦手な分野だが

ピテ拘オをみて指導法を会得し保育に導入する意見など，

直接今後の保育に生かされる乙との伺える感想~fJ$多かっ

t:。

V 総 括

われわれ児童文化財研究部会では，昨年度，児童の表

現活動のための映像文化財として， ビデオソフト 2本を

制作した。 Aムープメント用む《ポップコーンはじげ

た/}>(ものの動き)34分. B劇あそび用の〈スカーフ

売りとお猿さん}>27分，である。そして，実際に子ども

の指導にかかわる人たちに視聴してもらい，質問調査に

よって，作品内容の高い評価とともに，殆んど白も田が

利用を望んでいる結果をえた。また.r表現力」隈E察力

「想像性Jr創造性Jr集中力Jを養う。「自己実現」町長

の解放Jr心を豊かほするJr協力の楽しさ」など A.
B作品それぞれに目的と効果を適確にうけとめた回答を

みることができた。

今年度は，表現活動のため白映像効果ICついて実験的

巨観察するζととした。映像提示の特性をみるため，言

語刺激およびモデル提示と比較する条件で実験を施行し

た。はじめに，言語剥控弘次IC映像，最後にモデノレ提示

とし，それぞれを導入として身体表現をさせた。題材は
昨年度目A作品(も白の動き)から抽出した3課題〈風

船}><かもとあひる}><スパゲッティ〉と新IC加えた

〈赤ちゃん白遺い遣い〉由4課題である。

①映像提示は，言語やモテツレの提示よりも身体表現活動

をゆたかにし，ムーブメントへの映像の効果が明らかで

あったのつまり.<スノマゲッティ }>Iと例をとると.スパ

ゲッティの闘い状態が煮るとだんだん柔くおることをζ

とばで説明して表現させるより，映像をみた方がよく表

現できるのである。モデル提示では模倣が多くなり個々

の自発的な表現が損われている。

②言語提示は，乙とばで状態を説明し.子どもにイメー

ジを捕かせて，そのものになって表現させたのであるが，

実験のため，指導者のインストラクションは他の映像・

モテツレと同条件に規制された。実際のムープメ Y ト指導

では，導入部で子どもたちに話しあいをうながせばイメ

ージもふくらみ，表現もより豊かになるであろう。

③モテツレ提示は，他とおなじ導入で'.r先生も一緒にし

ますJが追加され，とくに手本を示すとはいわないが，

模倣する子が多い。槙倣には対象を観察する行為が含ま

れるしまた，年齢の低い子，表現力の劣る子に緊張を

やわらげて表現意欲をうながす効果もある。したがって.

表現活動にとって，モデル提示も一つ由意味をもってい

る主いえる。指導者自モデルのない条件では，なかまの

子どもを模倣して表現に参加している子も多くみられた。

@表現力は年齢が高いほどすぐれ 4歳児は課題意識は

ある地主それだけに内在するイマジネーションをもちな

がら身体で表現するにいたらない状態が観察された。男

子より女子の方が表現力ゆたかであり. 8歳児の女子に

は陶酔し優雅で美しい表現がみられた。しかし外化さ

れた結果由表現に乙だわると，ムープメントの特性であ

る，自己を解放する，も白白本質にせまるとらえ方を育

てる，なかまとの共感の楽しみを味わうなどが後退して

しまう ζとになろう。

実験の他10.制作したArも由自動きJ.B r劇あそ

び」のビデオ 2本を保育経験3年以上の現場の保育者に

視聴してもらい.自由記述の感想文を求めた。 A rもの
自動きJでは，日頃見のがしている身近なものの動きを

カメラの自でしっかりとらえた映像に感心L.とれらが

ムーブメント白題材となる ζと白示唆を得ている。 B作

品では， りーダーの導入の巧みさに感嘆し，子どもたち

の生き生きした表情や動き，最後に「もっとやりたいJ

という 2-3白子のつぶやきに強い印象をうけている。

そして，ムープメントや劇あそびが子どもにとって重要

であり， ζれを開発していく費任が保育者にあるζとを

のベでいる。表現活動を保育にとりあげているものは大

いに重量考になったと記述し，表現活動を苦手とする保母

はピデオ作品を利用するζ とで保育にとりいれる勇気を

得たと述べるも四が多かった。もっとも， ピデオ設備白

ない保育所が大部分で，設備へ由要望が強く，保育現場

では，未だに映像文化財を活用することが評価されてい

いない現状も明らか;とされたのである。
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おわりに，今回の研究にあたって，実験IC御協力いた

だいた社会福祉法人みさと保育所園長岩佐喜久枝先生，

玉川学園小野真理子先生，小川洋子先生，他参加された

園児・児童の方たち，また，実験や分析に当って協力い

ただいた水口委子氏1"深甚なる謝意を表します。

なお，本研究は朝日生命厚生事業団の助成金を受けま

した由で.乙乙に深謝いたします。なお，制作ビデオ 2

本は「表現活動シリーズJ①②として厚生省の推薦を受

けました。同事業団20周年記念行事の一端として，今後

希望される施設や団体などにも寄贈されます。
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記録用紙

I ~>?-tt NI 

イ寸2

記録者日月年昭和氏名

田
神
鯵
仇
町
出
開
城
塑
湖
涼
命
綱

同
調

M
U
治

xやらない・妨害

生 声

体
. 
乙 身 体 部 位 動 作 感 tl1 

表
ばと現

品、 。
首 上体 下半身 しゃがむ 手をかかえとむ 一定のまま 楽しそう

旨‘ く 。
手先き 腰 全体 立つ 手をあげる 一挙IC ふつう

語
h 、， ム

腕 背のび 手をひろげる 段々に つまらなさそう
む × 足

イ

メ
し
。

首 上体 下半身 かがみζむ 手をかかえこむ 一定自まま のびのびしている

ぼ
。

手先き 腰 全体 ね己ろg くるくるまわる 一挙に ふざける
ジ ム

腕 足 立ったまま 走りまわる 段々に 飽きているむ × 

ふ 。
首 上体 下半身 しゃがむ 手をかかえ乙む 一定のまま 楽しそう

V 
く 。

手先き 腰 全体 立つ 手をあげる 一挙IC ふつう
り1・ ム
む × 腕 足 背のび 手をひろげる 段々IC つまらなさそう

T 

し
。

首 上体 下半身 かがみ乙む 手をかかえζむ 一定のまま 白びのびしている

R ぼ
。

手先き 腰 全体 ね己ろぷ くるくるまわる 一挙IC ふざける
6 

む x 腕 足 立ったまま 走りまわる 段々 IC 飽きている

五、 。 首 上体 下半身 しゃがむ 手をかかえζむ 一定のまま 楽しそう

モ
く 。

手先き 腰 全体 立つ 手をあげる 一挙IC ふつう
ら ム

腕 足 背のび 手をひろげる 段々に つまらなさそう
む X 

フ『ー

し 。 首 上体 下半身 かがみとむ 手をかかえ己む 一定のまま のびのびしている

ノレ ぼ
。

手先き 腰 全体 ねとるぷ くるくるまわる 一挙IC ふざける

む
ム

腕 足 立ったまま 走りまわる 段々に 飽きている
× 

ム模倣0大体表現。よく表現

-
H定
|



星他 表現活動と映像文化財花関する研究

Study on Expressive Activities and Video Cultural Property 

1.-Purpose 

Practical Use and Effects of Video Software ー

Michiko HOSHI ・TaneakiTAKAHASHI 

Reiko YUKA W A ・ShigeoOUCHI 

Akira OKADA • Hideo NAKASA 

Tamo恒u YAMAMOTO 

The Present study has been started for the purpose of developing video software that brings 

out children's activities as a trial of new video cultural property and of making good use it 

for children's expressive act日ities(movement and drama play) and for the g旧 danceof expre-

S剖 veactivities at homes， 8chool8， Children's Halls， day nurseries， kindergartens etc. 

]]. Method 

In Qur previous study， we produced 2 ，videotapes relating to physical expressive activityand 

drama play. This year， we have studied on the practical use and effects of these videotapes. 

1. 1) we chose 4“movernents of things" in the videotapes for the physical expression (mo-

vement)， and had the children give physical expressions presenting them each time 3 

conditions， namely， ，a videotape， language stimulation and the physical expression of a 

leader， and probed the distinctive即 時 ofeach movement and the effects of videotapes. 

2) The subjects were 146 second -year male and female pupils， (the personal behaviors 

of 32 pupils were analyzed ) and 46 preschQol children. 

2. we asked the day nursery teachers to watch 2 videotepes we had produced， then， asked 

them to describe their impressions of the tapes with priority given to their availabilities to ea-

rly childhood education and care， and examined these results 
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